
第 1回寒河江市新しい学校づくり準備委員会 

 

日 時 令和７年７月１５日(火)      

午後７時００分～午後 8時 30分  

場 所 寒河江市文化センター 中公ホール 

 

 

次   第 

１ 開会 

 

２ 準備委員会委員委嘱 

 

３ 教育長あいさつ 

 

４ 準備委員会委員の紹介（自己紹介） 

 

５ 委員長選出及び副委員長の選出 

 

６ 報告事項 

（１） 寒河江市立新中学校施設整備基本計画（案）概要 

 

７ 協議事項 

（１） 協議第 1号 新しい学校づくり準備委員会 部会構成・協議項目および委員 

名簿（案）について 

（２） 協議第 2号 新しい学校づくり準備委員会 スケジュール（案）について 

（３） 協議第 3号 新しい学校づくり準備委員会の運営方法について 

 

８ 意見交換 

  

９ 連絡事項 

（１） 謝金の支払いについて 

（２） 準備委員会（全体会）・各部会の次回開催日について 

（３） その他 

 

１０ 閉 会 

 

【配布資料】 

資料１ 傍聴要領 

資料２ 寒河江市学校施設整備基本計画（案）の概要（A4） 

資料３ 新しい中学校づくり準備委員会スケジュール（令和７年度） 

資料４ 新しい中学校づくり準備委員会スケジュール（令和 7～10年度） 

資料５ 新しい中学校づくり準備委員会の運営方法（案） 

 



寒河江市新しい中学校づくり準備委員会 名簿 

（１）準備委員会 

 団体名または役職 氏名 出欠 

１ 寒河江市立寒河江小学校 父母と教師の会 会長 安孫子 文剛 出席 

２ 寒河江市立寒河江中部小学校 PTA会長 青山 龍平 出席 

３ 寒河江市立南部小学校 PTA会長 高野 由佳 出席 

４ 寒河江市立西根小学校 父母と教師の会 会長 三宅 和也 出席 

５ 寒河江市立柴橋小学校 PTA会長 紺野 展嗣 出席 

6 寒河江市立高松小学校 PTA会長 小野 愼弥 出席 

７ 寒河江市立醍醐小学校 PTA副会長 冨樫 光貴 出席 

８ 寒河江市立白岩小学校 PTA会長 土田 健太郎 出席 

９ 寒河江市立三泉小学校 PTA副会長 土田 吉秀 出席 

10 寒河江市立陵東中学校 父母と教師の会 会長 犬飼 勝敏 出席 

11 寒河江市立陵南中学校 PTA会長 野口 和則 出席 

12 寒河江市立陵西中学校 父母と教師の会 会長 滝田 潤 出席 

13 寒河江市PTA連合会 母親委員会代表（白岩小） 安孫子 和美 出席 

14 寒河江市PTA連合会 母親委員会代表（三泉小） 土田 優貴 出席 

15 寒河江市町会長連合会 会長（陵南学区） 庄司 進 出席 

16 寒河江市町会長連合会 副会長（陵東学区） 渡邉 則芳 出席 

17 寒河江市町会長連合会 副会長（陵西学区） 大沼 栄司 出席 

18 陵東中学校運営協議会 代表 日塔 宜邦 出席 

19 陵南中学校運営協議会 代表 角田 裕一 出席 

20 陵西中学校運営協議会 代表 

陵西中学校同窓会 会長 

武田 伸一 出席 

21 寒河江市立寒河江中部小学校 校長 佐藤 匡一 出席 

22 寒河江市立西根小学校 校長 今田 義浩 出席 

23 寒河江市立白岩小学校 校長 逸見 尚文 出席 

24 寒河江市立陵東中学校 校長 橘 正敏 出席 

25 寒河江市立陵南中学校 校長 石山 勝巳 出席 

26 寒河江市立陵西中学校 校長 井上 信宏 欠席 

 

（２）事務局 

 役職 氏名 

１ 寒河江市教育委員会 教育長 佐藤 志津男 

２ 寒河江市教育委員会 学校教育課長（兼）学校再編整備室長 東海林 茂美 

３ 寒河江市教育委員会 学校教育課 指導推進室長 （兼）指導主事 鈴木 雅寿 

４ 寒河江市教育委員会 学校教育課 課長補佐（総括） 秋場 昭吾 

５ 寒河江市教育貴委員会 学校教育課 指導推進室長補佐（兼）指導主事 古澤 純子 

６ 寒河江市教育委員会 学校教育課 学校再編整備室長補佐 （兼）指導主事  千葉 大志 

 



新しい中学校づくり準備委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 寒河江市立陵東中学校と寒河江市立陵南中学校と寒河江市立陵西中学校

の統合（以下「統合」という。）を円滑に推進するため、新しい中学校づくり準

備委員会（以下「準備委員会」という。）を設置する。  

（所掌事務） 

第２条 準備委員会は、次に掲げる事項を協議し、その結果を教育委員会に報告す

るものとする。 

⑴ 統合後の学校の名称、校歌、校章等に関すること。 

⑵ 統合後の学校運営に関すること。 

⑶ 統合後の PTAその他の学校関係組織に関すること。 

⑷ 前３号に掲げるもののほか、統合に関し必要な事項に関すること。 

（組織） 

第３条 準備委員会の委員は次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。 

 ⑴ 統合の対象となる各学校および各小学校の保護者代表 

 ⑵ 寒河江市 PTA連合会母親委員会の代表 

 ⑶ 統合の対象となる各学校の学区内の地域住民代表 

 ⑷ 統合の対象となる各学校の学校運営協議会代表 

 ⑸ 統合の対象となる各学校の教職員の代表 

 ⑹ 市内小学校長の代表 

 ⑺ 前３号に掲げる者のほか、教育委員会が必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、第２条に定める所掌事務が終了する日までの間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 準備委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを定め

る。 
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２ 委員長は、準備委員会の会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときには、その職務を代理す

る。 

（会議） 

第６条 準備委員会の会議（以下「会議」という。）は委員長が招集し、委員長が

その議長となる。ただし、委員長が選出されていないときは、教育委員会が招集

する。 

２ 委員長は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、意

見又は説明を聞くことができる。 

３ 会議は、委員の過半数の出席がなければ、開くことができない。 

４ 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決

するところによる。 

５ 会議は、原則公開とする。ただし、公開することが会議の運営に支障があると

委員長が認めるときには、会議に諮って非公開とすることができる。 

 （専門部会） 

第７条 準備委員会は、所掌事務の推進のため、専門部会を設置することができ

る。 

２ 専門部会は、別表に掲げる者をもって組織し、同表に掲げる検討事項につい

て、専門的に調査検討を行うものとし、その経過及び結果を準備委員会へ報告す

るものとする。 

（庶務） 

第８条 準備委員会の庶務は、学校教育課において行う。 

（委任） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、準備委員会の運営について必要な事項は、

委員長が準備委員会に諮って定める。 

附 則 

この要綱は、令和７年７月１５日から施行する。 
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別表（第７条関係） 

部会名 委員 検討事項 

総務部会 ＰＴＡ代表 

母親委員会代表 

教職員代表 

１ 学校名称、校章、校歌に関すること。 

２ 学校指定用品（制服・体操着等） 

に関すること。 

３ 閉校記念行事に関すること。 

４ 開校行事に関すること。 

５ その他 

ＰＴＡ・地域

連携部会 

ＰＴＡ代表 

学校運営協議会

代表 

教職員代表 

 

１ ＰＴＡの組織運営に関すること。 

  （組織編制、規約、役員選出等） 

２ ＰＴＡ行事に関すること。 

３ 通学路の安全、通学方法に関すること。 

４ コミュニティ・スクール、地域連携学習 

に関わること。 

５ 部活動（地域展開）に関すること。 

６ その他 

学校運営部会 教職員代表 

 

１ 学校教育目標について。 

２ 組織の編成に関すること。 

３ 教育課程に関すること。 

４ 学校行事に関すること。 

５ 生徒の交流事業に関すること。 

６ 特別支援教育に関すること 

７ その他 
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新しい中学校づくり準備委員会　名簿案

【準備委員会委員】26名

氏名
準備委
員会

総務部会
PTA・地
域連携部
会

学校運営
部会

1 寒河江小学校 PTA代表 安孫子　文剛 ○ ○

2 寒中部小学校 PTA代表 青山　龍平 ○ ○

3 南部小学校 PTA代表 髙野　由佳 ○ ○

4 西根小学校 PTA代表 三宅　和也 ○ ○

5 柴橋小学校 PTA代表 紺野　展嗣 ○ ○

6 高松小学校 PTA代表 小野　愼弥 ○ ○

7 醍醐小学校 PTA代表 冨樫　光貴 ○ ○

8 白岩小学校 PTA代表 土田　健太郎 ○ ○

9 三泉小学校 PTA代表 土田　吉秀 ○ ○

10 陵東中学校 PTA代表 犬飼　勝敏 ○ ○

11 陵南中学校 PTA代表 野口　和則 ○ ○

12 陵西中学校 PTA代表 滝田　潤 ○ ○

13 母親委員会代表 白岩小学校 安孫子　和美 ○ ○

14 母親委員会代表 三泉小学校 土田　優貴 ○ ○

15 陵南中学区 町会長連合会 庄司　進 ○

16 陵東中学区 町会長連合会 渡邉　則芳 ○

17 陵西中学区 町会長連合会 大沼　栄司 ○

18 陵東中学校 運営協議会 日塔　宜邦 ○ ○

19 陵南中学校 運営協議会 角田　裕一 ○ ○

20 陵西中学校 運営協議会 武田　伸一 ○ ○

21 中部小校長 佐藤　匡一 ○ ○

22 西根小校長 今田　義浩 ○ ○

23 白岩小校長 逸見　尚文 ○ ○
24 校長 橘　正敏 ○ ○ ○
25 教頭 大宮　裕一 ○ ○
26 教務主任 森谷　公一 ○
27 事務 今井　香織 ○
28 校長 石山　勝巳 ○ ○ ○
29 教頭 齋藤　健 ○ ○
30 教務主任 菊地真由美 ○

31 事務
柴田真美
石澤亜実

○

32 校長 井上　信宏 ○ ○ ○ ○
33 教頭 橋本　佳久 ○ ○
34 教務主任 真木　敬哲 ○
35 事務 森谷　泰子 ○
〇
委

全員 26 12 15 12

報償費 20 8 9 0

区　分

保
護
者
代
表

市
T
A

連
合
会

住
民
代
表

CS

教
職
員
代
表

小学校長代表

陵東中学校

陵南中学校

陵西中学校
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新しい中学校づくり準備委員会傍聴要領  

 

（趣旨）  

第１条  この要領は、新しい中学校づくり準備委員会（以下「準備委員

会」という。）の傍聴に関し、必要な事項を定めるものとする。  

（傍聴手続）  

第２条  準備委員会を傍聴しようとする者（以下「傍聴人」という。）は、

職員に申し出て、所定の用紙に氏名及び住所を記載して傍聴席につかな

ければならない。  

（傍聴の制限）  

第３条  準備委員会の議長は、傍聴人が多数あるときは、その人員を制

限することができる。  

（傍聴できない者）  

第４条  次の各号のいずれかに該当する者は、準備委員会を傍聴するこ

とができない。  

⑴  銃器その他危険なものを携帯している者  

⑵  酒気を帯びていると認められる者  

⑶  異様な服装をしている者  

⑷  はり紙、ビラ、掲示板、プラカード、旗、のぼりの類を所持してい

る者  

⑸  笛、ラッパ、太鼓その他楽器の類を所持している者  

⑹  前各号に掲げるもののほか、会議を妨害し、又は人に迷惑を及ぼす

と認められる者  

（傍聴人の守るべき事項）  

第５条  傍聴人は、傍聴席にあるときは次の事項を守らなければならな

い。  

 ⑴  会場における言論に対して拍手その他の方法により公然と可否を

表明しないこと。  

資料１ 
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 ⑵  談論し、放歌し、高笑し、その他騒ぎ立てる行為をしないこと。  

 ⑶  はち巻、腕章の類を着用する等示威的行為をしないこと。  

 ⑷  帽子、えり巻の類を着用しないこと。  

 ⑸  飲食又は喫煙をしないこと。  

 ⑹  みだりに席を離れ、又は不体裁な行為をしないこと。  

 ⑺  インターネット配信その他の方法により、会議を不特定多数の人

に公開しないこと。  

 ⑻  携帯電話、スマートフォン等による通話（着信音を発することを

含む。）をしないこと。  

 ⑼  前各号に定めるもののほか、会場の秩序を乱し、又は会議の妨害

となるような行為をしないこと。  

（撮影、録音等の禁止）  

第６条  傍聴人は、写真、ビデオ等を撮影し、又は録音等をしてはなら

ない。  

（傍聴人の退場）  

第７条  傍聴人は、議長が傍聴を禁じたとき、又は退場を命じたときは、

速やかに退場しなければならない。  

（職員の指示）  

第８条  傍聴人は、職員の指示に従わなければならない。  

（違反に対する措置）  

第９条  傍聴人がこの要領に違反するときは、議長はこれを制止し、そ

の命令に従わないときは、これを退場させることができる。  

（委任）  

第１０条  この要領に定めるもののほか、会議の傍聴に関し必要な事項

は、議長が別に定める。  

附  則  

この要領は、令和７年７月１５日から施行する。  
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計画地の概要

基本構想で選定した最有力候補地G-2地区は、寒河江市の人口重心に近

い鷹の巣地区に位置し、県道天童大江線沿線で、路線バスやJR左沢線の

利用も可能で交通条件にも優れています。計画地は、東側の寒河江高等学

校グラウンドと西側の農地からなる約12万㎡の平坦な敷地です。

寒河江高等学校グラウンド敷地の譲渡については、山形県に要望してお

ります。

開発用地：寒河江高等学校グラウンドと中学校敷地の併用

寒河江市立新中学校施設整備基本計画（案）概要版

1

機能構成と敷地活用方法寒河江市では、既存の3中学校を統合する新中学校の整備を進めており、

『ふるさと寒河江を愛し、自ら考え行動し夢のある未来を切り拓く人づく

りを担い、「新しい学び」と「居場所」があり、生徒も教職員もともに輝

く学校』を基本理念とする新中学校施設整備基本構想を策定しました。

また、基本構想では、新中学校を整備する候補地を①教育・社会環境、

②生徒の通学環境、③生徒や地域の安心・安全の確保、④寒河江市が目指

すまちづくりへの貢献を条件に、用地選定を行いました。

この基本構想を受けて、基本計画（案）では、施設整備の具体的な施設

内容、規模、配置等を検討しました。

既存の3中学校の統合で生まれる新中学校は、3校の生徒数に対応した

学校施設を整備することになり、施設規模も広大なものとなります。限ら

れた敷地に効率的な施設整備を行うために、校舎の複層化、運動施設の重

複（重ね合わせ）等を考慮しながら活用する敷地を検討しました。

検討の結果、令和11年度の新中学校の開校時期を実現すること、施設

整備の費用負担を極力抑制すること等から、活用する敷地は、寒河江高等

学校グラウンドと中学校敷地の併用とします。

◼ 寒河江高等学校グラウンドの整備内容

校舎（教室等、屋内運動場、給食室）、陸上トラック・

サッカー場、駐車場、駐輪場、スクールバスロータリー等

◼ 中学校敷地の整備内容

野球場、ソフトボール場、テニスコート等

⚫ 令和11年の新中学校開校を目標に教育環境の充実を早期に実現する。

⚫ 新中学校の陸上トラックを400ｍトラックとすることで、寒河江高

等学校グラウンドの歴史と伝統を受け継ぎ、中高連携や地域連携を踏

まえた多様な用途に活用できる。

⚫ 400ｍトラックを整備することで内包するサッカー場との干渉エリ

アも小さくて済む。

⚫ 寒河江高等学校グラウンド敷地は、新中学校の教育施設及び運営基盤

の必須機能を１箇所で収めることができる。

⚫ 中学校生活を補完する部活動の場として、野球場、ソフトボール場、

テニスコートは中学校の敷地を活用することで今後の地域展開を見据

えた対応が可能となる。

⚫ 中学校の敷地は利活用が検討されており、調整が必要であるが、公共

施設を有効活用して、新中学校施設整備に要する経費の縮減を図る。

⚫ 持続可能な社会の実現を目指し、農地を保全する。

〈 対象敷地決定要素〉

※出典：国土地理院地図を加工して作成

県道天童大江線

最有力候補地
G-2

約120,000㎡

寒河江高等学校
グラウンド

7



2
0

N

中庭

校舎棟

サッカー場

駐車場

駐輪場

屋外運動場

400mトラック

緑地

スクールバス
ロータリー

県道天童大江線

0 20m

2

敷地の機能配置（寒河江高等学校グラウンド敷地）

寒河江高等学校グラウンド敷地での機能配置は、下図に示す

形態とします。 ⚫ メイン通学路となる県道天童大江線から校舎棟へのアクセス性を重視する。

⚫ 地域連携も含めて機能性、安全性、多様性への対応に配慮する。

⚫ 良好な教育環境が図れる南面教室が多くとれる校舎形態とする。

〈敷地の機能配置の考え方〉

校舎棟の機能配置

基本計画（案）における校舎棟の機能配置の考え方は、下図に示す通りです。

地域連携や地域開放にも対応する屋内運動場や多目的ホールを集約したエリアと、

日照に配慮した普通教室や特別支援教室、特別教室等を集約するエリアの区分を明確

化し、使い勝手と安全性の両立を図る配置とします。

整備スケジュール

本年、基本計画を策定した後、令和10年度までの期間に各種調査、設計、施工を

行い、令和11年度の開校を目指します。

1階 ２階 ３階

2

新中学校施設整備の基本計画案
校舎棟を北、屋外運動場を南に配置する形態

基本計画（案）の詳細については、市のホームページに掲載していますので、

ご覧ください。右記のQRコードからもご覧いただけます。

問い合わせ先：寒河江市教育委員会 学校教育課 学校再編整備室

電話：0237-85-1507 FAX：0237-86-8691

屋内運動場
（メインアリーナ）

屋内運動場
（サブアリーナ）

中庭 中庭

普通教室 特別教室 特別支援教室 別室登校教室・通級教室

職員室・校長室等管理諸室 トイレ 倉庫・階段等共用施設保健室 多目的教室等

屋内運動場・武道場

吹抜

※ 寒河江市立新中学校施設整備基本計画（案）の詳細について

寒河江市立新中学校施設整備基本計画（案）概要版

QR
コード

中学校専用
エリア

地域連携対応
エリア

防災倉庫

武道場

ラーニングセンター
（図書室）

多目的ホール
中庭

給食室

※設計等において、校舎の形状等が変更になる場合があります。
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新しい中学校づくり準備委員会　日程案　　7.15

日付
会場
予約

7月 15日 済

済

済

18日 済

25日 済

準備委員会【第１回】 　文化セ　中公ホール
委員長・副委員長の選出
基本計画（案）の説明　　部会　・検討事項　・所属委員
市報6/20号でお知らせ

総務部会【第１回】　文化セ　第1研修室

PTA・地域連携部会【第1回】　文化セ　第3研修室
委員長・副委員長の選出
年間スケジュール（案）

6月
各委員の選定　案内送付

6/9　寒河江市新中学校施設整備基本計画（案）

7月
6/9～7/8　寒河江市新中学校施設整備基本計画（案）　パブリックコメント

7/　寒河江市新中学校施設整備基本計画　策定

8月

校名

委員長・副委員長の選出
校名の選定方法の提案
アンケート用紙の提案

制服

勉強会①(業者による説明)
制服導入時期の提案(R9orR11)
アンケート実施　有無
メーカー選定プレゼンテーションの提案お
よびメーカーへの案内

総務部会【第2回】　文化セ　第1研修室

準備委員会【第２回】 　文化セ　中公ホール
【総務部会】・制服導入時期、メーカー選定の許可、・勉強会②（制服）
・校名の決め方
【PTA・地域連携部会】
市報8/20号　〆切7/16

アンケート実施（詰襟・セーラー服orブレザー・スーツ、着用開始時期）
時期：8月25日～9月8日　（２週間程度）

対象：小学１～5年・保護者・教職員　※未就学児保護者

19日

9月

【以下　令和9年度着用開始の場合】

校名

アンケート用紙の確認

制服

アンケート結果の確認
メーカー選定のためのプレゼンテーション
実施
当日検討
後日結果報告　依頼メーカーの選定

9



16日 済

済

済

12月

15日 未

18日 未

3月

4月

11月

制服サンプルの調整開始

サンプル展示（数種類の制服）とアンケート実施
対象：小学１～５年生・保護者・教職員　※未就学児保護者

時期：12/8～12/22　（2週間程度）
さくら連絡網で周知

制服

制服サンプル最終案　選定

展示するサンプルの制服を選定するためのカタログを各中学校へ送付（2週間程度で決定）

PTA・地域連携部会【第2回】　中公ホール
PTA組織、スクールバスについて

条例改正　　学校設置条例

19日

2月

準備委員会【第3回】
・校名案の決定
・制服サンプル最終案の決定

定例教育委員会　　校名決定

１０月

校名アンケートの実施
時期：１０月～１１月

市報に掲載・折込　1０月５日号（〆切９月３日）
さくら連絡網で周知

学校運営部会【第1回】　文化セ　第1研修室
委員長・副委員長の選出
今後のスケジュール、部会の運営方法について

総務部会【第3回】　文化セ　第1研修室
校名

アンケート結果の絞り込み　１０候補へ

制服

プレゼンテーションの結果確認

事前にメーカーからのサンプルカタログを
入手　展示するサンプルの検討

児童・保護者アンケート（数種類の実物の制
服を展示）実施の提案・会場・時期等

総務部会【第4回】

1月
校名

アンケート結果　３候補へ
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新しい中学校づくり準備委員会事業計画　R7～R10（案） R7.7.15

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

回 第1回7/15 第2回9/18 第3回2/18

協議内容

基本構想・基
本計画の説明
委員長の選出
各部会の説明

制服導入時期
制服勉強会②
校名の決め方

校名案の決定
制服サンプル
案の決定

回 第1回8/19 第2回9/25 第3回11/19 第4回1/15

協議内容

委員長の選出
校名の決め
方・アンケー
ト用紙の提案
制服勉強会
制服導入時期

制服アンケー
ト結果の確認
メーカープレ
ゼンテーショ
ン
校名アンケー
ト検討

校名アンケー
ト候補を10へ
制服プレゼン
結果
依頼メーカー
案

校名候補３つ
最終案
制服：サンプ
ル最終案

回 第1回8/19 第2回11/19

協議内容
委員長の選出
全体の流れ
今後の見通し

PTA連携および
スクールバス
に関わる課題
の抽出

回 第1回10/16

委員長の選出
全体の流れ
部会の運営方
法について

教頭会
教務主任会

事務部会

校名の決定
制服サンプル
の決定

協議内容

教育委員会

年月
令和7年度

会
議
名
等

学
校
づ
く
り
準
備
委

員
会

総
務
部
会

P
T
A
/
地
域
連
携

部
会

学
校
運
営
部
会

寒
河
江
市
新
中
学
校
施
設
整
備
基
本
計
画
案

校名アンケートの実施
制服アンケート（数種

類から）の実施

寒
河
江
市
新
中
学
校
施
設
整
備
基
本
計
画
策
定

校長会・教頭会・教務主任会・事務局部会において随時検討

資料４
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

PTA組織
スクールバスの
距離
校章の募集方法

校章デザインの
途中経過
校歌作成方法の
提案

校章デザインの
決定
校歌作成方法の
検討
作詞・作曲依頼

校章の募集方法
提案

校章の募集方法
の検討

校章デザイン選
定①

校歌作成方法の
提案

校章デザイン最
終案
校歌作成方法の
検討
作詞・作曲依頼

PTA組織
スクールバスの
距離について

運営協議会につ
いて
スクールバスの
乗車人数の算出

地域行事
スクールバス
ルートの検討

学校教育目標
学校経営基本方
針
日課表
教育課程

年間行事
行事の持ち方
始業式
入学式
体育祭等

交流活動計画

校章デザインの
決定

令和8年度

校章のデザイン

募集の実施
校歌のフレーズ

募集の実施
制服サンプルの調整

開始
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

校歌について途
中経過
閉校式の検討
校歌の作成方法
の決定
スクールバスの
ルートの検討

作詞・作曲の依
頼
スクールバス
ルートの停留所
検討

校歌のお披露目

閉校記念誌の検
討

閉校式の検討 校歌の案 閉校記念誌の検
討

スクールバス
ルートの停留所
検討

スクールバス
ルールの予算検
討

年間行事予定
教育課程
学校備品
図書関係
保険関係

部活動（人事・
備品等に関する
ためR10/11ま
で）

部活動の検討
生徒指導部
学習指導部
生徒会の持ち方

交流活動開始 校歌完成
スクールバスの
購入

令和9年度
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

閉校記念式典の
検討

閉校記念式典の
決定

閉校記念誌の編
集
閉校記念式典の
検討

閉校記念誌の検
討
閉校記念行事の
決定

閉校記念誌の発
行

スクールバスの
ルート・乗降場
所の確認
PTA組織規約・役
員の検討

スクールバスの
ルート・乗降場
所の確認
PTA組織規約・役
員の検討

スクールバスの
ルート・乗降場
所の決定
PTA組織規約・役
員の決定

日課表案
学級編成の素案
学校備品
諸帳簿整理
学校徴収金

日課表案
学級編成の素案
学校備品
諸帳簿整理

学校要覧の完成
日課表案の試行
学級編成

協議内容の確認
教育課程完成
学校備品
図書貸し出し中
止
保健データ整理

備品等の移動

各校閉校記念式
典

内覧会 引っ越し

令和10年度

スクールバスの各ルートの試走
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新しい中学校づくり準備委員会の運営方法について（案） 

 

１ 会議の位置づけ開催方法等について 

協議期間は 4 年。新設中学校の開校に関する協議が終了するまでを予定している。令和

7年度は、準備委員会（全体会）３回及び部会１～４回程度を予定。次年度からは必要に応

じて開催する。開始時間は１９時とし、毎回１時間半から２時間以内での協議を予定してい

る。全体会と各部会を交互に開催し、部会で調査検討したことを、次の全体会で協議し、内

容をとりまとめることとする。 

 

２ 会議の公開（傍聴）について 

 準備委員会（全体会）開催時、会場スペースの都合がつく人数につき、新しい学校づくり

準備委員会傍聴要領に基づき傍聴を許可する。 

 また、第２回以降の委員会開催の際には、事前に市ホームページで開催日と傍聴について

お知らせする。（市報でのお知らせも検討） 

 部会については公開しない。 

 ※新しい学校づくり準備委員会傍聴要領（資料 1） 

 

３ 委員欠席時の取扱いについて 

 準備委員会委員として委嘱しているため、代理出席は認めない。 

 

４ 委員の交代について 

 それぞれの団体の役員改選等があった場合は、改選後の会議において改めて委嘱します。 

 

５ 会議録の公開について（案） 

 会議の要旨及び資料について、委員会委員の確認後、発言した委員等の氏名は伏せて（委

員 Aと記載）、市のホームページで公開する。ただし、個人情報等の内容で委員長が公開し

ないほうがよいと判断した場合には、その一部を非公開とすることができる。 

※ 会議録について、市ホームページで公開する前に、委員会委員に確認をお願いします。

確認方法としては、前回会議の議事録を次回開催前までに電子メール等で送付いたしますの

で、事前に確認いただき、委員の皆様の承認を得てから速やかに公開いたします。また、全

体会のみ会議録を公開します。 

 

６ 広報について 

 市広報、ホームページ、（仮）準備委員会便りへの掲載等で委員会での審議状況を公表し

ていきます。これについては、委員の確認は取りません。 

資料 5 
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